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ハウエルズとホーソン
武田　千枝子
　19世紀中葉のアメリカ作家の中でHawthorneとMelville，　Hawthorne
とJames，あるいはHowellsとJames，　HowellsとMark　Twainのように
個人的かつ文学上の密接なかかわりがあることで知られる作家同士の間柄
と比較すると，HowellsとHawthorneの問に問題にするほどの関係があ
ったといえば意外な感じを与えるかもしれない。芸術家にとって絵になる
ような事物を欠く環境に身を置いたために彼の想像力は象徴と寓意の世界
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）で生きることになったとHenry　Jamesによって論評されたホーソン　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　と，
“the　American　Balzac”（2）となることをジェイムズから期待されたノ・ウ
エルズほど両極に位置する作家もないと思われるのだが，この両者の間に
は無視することのできない結びつき，影響関係が存在しているのである。
ここでは，従来，堀り起こされることの少なかったこの問題についての研
究の跡を辿り，考察すべき今後の問題の在処を明らかにしておきたい。
　両者の関係をいち早く指摘したのはWilliam　Jamesであった。弟ヘン
リーの作品のよき批評家として知られる彼は，「同時代の作家の中でヘン
リーとノ・ウエルズのものはことごとく読み」，（3）卒直な批評を二人に書き
送っていた。ロンドン滞在中のヘンリーに宛てた1870年1月19日付の書
　本稿は，1989年12月の日本ナサニエル・ホーソン協会の読書会で取り上げら
れたRichard　Brodhead，　The　School　of　Haωthorne（1986）について発表した
ものの一部をもとに加筆したものである。
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簡の中で彼はホーソンのr七つの破風の家』の読後感を次のように述べて
いる。
Ienjoyed　last　week　the　great　pleasure　of　reading　The月「ouse　q々he
Seven　Gables．．＿It　made　a　deep　impression　on　me　and　I　thank
Heaven　that　Hawthorne　was　an　American．　It　also　tickled　my
national　feeling　．＿　to　note　the　resemblance　of　Hawthorne’s　style
to　yours　and　Howells’s．g＿　That　you　and　Howells　with　all　the
models　in　English　literature　to　follow，　should　needs　involuntarily
have　imitated（at　it　were）this　American，　seems　to　point　to　the
existence　of　some　real　American　mental　quality．（4）
この書簡が書かれた頃のノ・ウエルズはVenetian　Life（1866）とItalian
Journeys（1867）の二冊のイタリー旅行記を出した後，ささやかな物語の
枠組を用いてボストン郊外のケイムブリッジの風景と市井の人々の生活を
描くスケッチをAtlantic　Monthly　va連載していた。（5）依然としてヨーロ
ッパに半ば目を向けながらアメリカを描き始めたハウエルズの中にホーソ
ンと共通するものの存在を見抜いたウィリアムの燗眼は注目に値する。そ
してこの「真のアメリカの精神上の特質」こそハウエルズとホーソンを結
びつけた最も核心的な部分であることがハウエルズ自身の言葉によって証
明されることになるのである。
　ハウエルズとホーソンの影響関係を扱った論文が発表されるようになっ
たのはその約一世紀後の1960年代に入ってからのこと（6）であるが，それ
以前のもので注目されるのは，1952年にMarius　Bewleyがヘンリー・ジ
ェイムズのThe　Bostonians（1886）に与えたホーソンのThe　Blithedale
Romance（1852）の影響をはじめて指摘し，（7＞ノ・ウエルズのThe
Undiscovered　Countryの前半にもホーソンとジェイムズの作品にみられ
る19世紀のボストンの社会改良家たちの言動が描かれていると述べたこ
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とである。しかしビュウリーが1880年に出版された・・ウエルズの作品を
ジェイムズの作品より後に出たものと誤認（8）していることは，ノ・ウエルズ
に対する当時の批評家・研究者の認識の度合いを示しているといってよい
だろう。このことは1970年代の初めに，リアリズム作家に与えたホーソ
ンの影響を指摘したEdwin　H．　Cadyが，ノ・ウエルズが創作した「ホーソ
ンの主題による変奏曲」の方法を明確に説明した者はまだいないと述べて
いる（9）ことからも明らかである。（10）最近のものでは1985年に出版された
メルヴィルから現代の作家にいたるホーソンの伝統を扱ったSamuel
Chase　Coaleのln　Hawthorne’s　Shadow（The　Univ．　Pr．　of　Kentucky）が
ある。しかし焦点が現代作家にあるためか，ハウエルズとホーソンの関係
についてはケイディの著書からの引用などのほかに注目すべき指摘はない。
　このような状況の中で，次の二点の論文は両作家の考察に欠くことので
きないものといえる。その一つはGeorge　Perkinsの“Howells　and
Hawthorne”（1960）である。（11）これは僅か4頁の覚書きに過ぎないが，
彼らの結びつきをはじめて具体的に説明したものである。著者は，ロマン
ティシズムとリアリズムの各時代をそれぞれ代表するこの二人の作家の関
係は予想以上に深いとして両者の出合いのもつ意義に言及する。彼はホー
ソンがアメリカの作家の中でハウエルズの心に深く印象づけられた最初の
作家であり，ホーソンとの出会いの時期がノ・ウエルズをリアリズムへと向
わせた時期にあたっていた点に注目している。ハウエルズがホーソンにお
いて好んだのはロマンティックな要素ではなく，リアリスティックな要素
である。しかしハウエルズが敵対するのはロマンスではなく，ロマンティ
シズムである。前者が幻想的な状況の中に現実の効果を求めるのに対して，
後者は現実の中に幻想的効果を求めるものだからである，というハウエル
ズのHeroines（ゾFiction（1901）からの引用を用いて両者の結びつきが
　　　　　　　　　　　　　　　（12）意外なものではないと述べている。
　次に重要な論文はこの15年ほど後に発表されたR・bert　Emmet　Long
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，（13）の“Transmutations：The　Blithedale　Romance　to　Howells　and　James
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である。ロングはノ・ウエルズの丁未発見の国』は近代リアリズムによって
『ブライズデイル・ロマンス』を解釈したものであり，ジェイムズの『ボ
ストンの人びと』への道を開いた作品とみなしている。この見方は，ホー
ソンの作品から直接ジェイムズへ影響が及んでいるとの従来の見方に対し
て“the　crucial　middle　stage　of　transformation”（14）としてのr未発見の
国』の意義を初めて指摘した点で見逃すことができない。
　「ホーソンの主題による変奏曲」の方法の解明，つまりホーソンのノ・ウ
エルズに与えた影響に関する本格的な研究は，80年代に発表された
Richard　Brodheadの論文“Hawthorne　among　the　Realists：The　Case　of
Howells”（15）及び，彼の著書The　School　of　Hawthorneの中の，この論
文を発展させた一章“Howells：Literary　History　and　the　Realist　Voca－
　　，，（16＞　　　　が最初であろう。これらは単に二人の作家の問の影響の有無のtion
指摘にとどまらず，アメリカ文学の伝統の形成という視点に立ってホーソ
ンの伝統の中にハウエルズを位置づけようとする試みである。つまり，ホ
ーソンの遺産が作家としてのノ・ウエルズを形成するのにどのように貢献し
たかを作品の綿密な分析を通して跡付けてみせる。著者のこの姿勢は必然
的に19世紀アメリカ文学の歴史におけるハウエルズの位置・評価につい
て再考を促すものとなるであろう。彼はノ・ウエルズのr未発見の国』をホ
ーソンの『ブライズデイル・ロマンス』をモデルとした“an　self－exten．
sion”，（17）つまり，先輩の作品のスケールを自己のものとして身につけ，
自分自身を拡大しようとする試み，アメリカの古典に初めて目を向け，こ
れを再創造しようとする試みと解釈する。しかしハウエルズは，ホーソン
が用いた支配霊と霊媒の特殊な関係を父娘の関係という日常の家庭生活の
レベルに置き換えることによってホーソンの作品の意義を限定したばかり
でなく，自己の作品の次元拡大にその力を活用できなかった，とプロッド
ヘッドは結論する。（18）彼は次にノ・ウエルズのホーソンに対する新たな，
より深い理解を示す作品としてAModern　Instance（1882）を取り上げて
いる。彼はこの作品va　The　Scarlet　Letterの影響を認め，ハウエルズが
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自分のものとして再創造することができたものは良心に対するホーソンの
関心及びホーソンを創始者とする心理の探求の小説である，と述べてい
る。（19）特にr現代の生活』の結末における未決定に終る道徳的判断は
“Hawthorne　the　doubt　bearer”，　Hawthorne　the　unsettler　of　moral
sense”ﾉ・・ウエルズが気付いたからなのであり，この懐疑的姿勢こそ彼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）　。にとってのリアリスト・ホーソンの遺産である，と結論する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フロッ
ドヘッ．ドが取り上げた1880年代初めの・・ウエルズの二つの小説は，彼が
イタリー関係の素材を使い尽した後にアメリカ社会そのものを描き始めた
時期の作品であることを考えると，アメリカ人ハウエルズにとってのアメ
リカ人ホーソンの存在が決定的なものであったことは否定できない。
　・・ウエルズは1895年に出版されたMy　Literary　Pa∬ionsの中の一章
“George　Eliot，　Hawthorne，　Goethe，　Heine”においてホーソンから得た
22歳の頃の印象を回想して次のように述べている。
　Iread　the　Marble　Faun　first，　and　then　the　Scarlet　Letter，　and
then　the　House　of［the］Seven　Gables，　and　then　the　Blithedale
Romance；but　I　always　liked　best　the　last，　which　is　more　nearly　a
novel，　and　more　realistic　than　the　others．　They　all　moved　me　with
asort　of　effect　such　as　I　had　not　felt　before．　They　were　so　far
from　time　and　place　that，　although　most　of　them　related　to　our
country　and　epoch，　I　could　not　imagine　anything　approximate　from
them；and　Hawthorne　himself　seemed　a　remote　and　impalpable
agency，　rather　than　a　person　whom　one　might　actually　meet，　as　not
long　afterward　happened　with　me．　I　did　not　hold　the　sort　of
fancied　converse　with　him　that　I　held　with　other　authors，　and　I
cannot　pretend　that　I　had　the　affection　for　him　that　attracted　me　to
them．　But　he　held　me　by　his　potent　spell，　and　for　a　time　he
dominated　me　as　completely　as　any　author　I　have　read．　More
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truly　than　any　other　American　author　he　has　been　a　passion　with
　　　（21）me，・…
ホーソンの長編の中で彼が最も気にいったのは“realistic”であるという
理由でrブライズデイル・ロマンス』であった。このことを彼は初体面の
ホーソンにも直接，告げている。（22）彼がrブライズデイル・ロマンス』
の作者と会ったのは1860年の夏，彼が敬愛するリンカーンのために書い
た選挙用伝記の出版社の勧めで初めて「情勢の巡礼」としてボストンへの
旅に出た時のことである。Atlantic　Monthlyの初代編集長として彼の詩
を採用してくれたJames　Russell　Lowellの紹介状を手に，彼はヨーロッ
パから帰国して問もないホーソンをコンコードの土地に訪ねた。彼はこの
大作家に会いに行くというよりむしろ，彼の作品の登場人物たちに会いに
行くのだという思いで興奮していた。その真先に挙げられているのが
PriscillaとZenobiaである。（23）内気なホーソンから可能な限り暖かい歓
迎を受けて彼の「全き誠実さ」に心打たれたハウエルズは，彼に心底，好
意を抱いた。その上，Emerson宛の紹介状に自分のことを“worthy”と
書いてくれたことが彼を喜ぱせた。（24）しかし二人の出会いは，この夏の
日の午後の一回だけに終るのである。
　ハウエルズの『ブライズデイル・ロマンス』に対する好みはMy
Literary　Passions　＃筆当時も変わることはなかった。
．一一the　other　day　I　was　reading　the　Blithedale　Romance　again，
and　I　found　it　as　potent，　as　significant，　as　sadly　and　strangely　true
as　when　it　first　enthralled　my　soul．（25）
さらに「My　Literary　Passionsのミニアチュア」（26）ともいえる　“My
Favorite　Novehst　and　His　Best　Book”（27）においてもホーソンに言及し
て彼は次のように述べている。
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There　haS　never　been　anything　more　perfect，　and　I　doubt　if　there
ever　will　be，　in　its　way，　than　the　romance　of　Hawthorne．　The
romance－which　is　not　at　all　the　romantic　novel－has　just　as　good
right　to　be　as　the　realistic　novel，　because　lt　ls　just　as　true　ln　lts
kind．．．．Ialways　liked　Hawthorne　because　he　seemed　to　me　to　be
true，　and　to　wish　always　to　be　so．　I　suppose　I　should　be　con・
sidered　rather　odd　if　I　said　that　I　preferred　the・Blithedale　Ro－
mance　to　his　other　books，　but　I　do．（28）
彼がここで強調していることは，ホーソンが常に現実から遊離することが
ないよう，真実でありたいと望んでいたと思われる点である。
　　ハウエルズはさらにこの後もHeroines　of　Fictionの中でホーソンの
ロマンスの中のヒロインたちを論じている。ここでもrブライズデイル・
ロマンス』が彼のどの作品よりも小説に近いことを繰り返し述べ，彼が終
生，この作品に惹かれたのは，ゼノビアの性格創造に因ることを明らかに
している。
　　ハウエルズのホーソンに対する基本的な姿勢はHeroines　of　Fictionの
中の，r緋文学』のヒロインHester　Prynneを論じた章の冒頭に示されて
いる。
Romnce，　as　in　Hawthorne，　seeks　the　effect　of　reality　in　visionary
conditions；romanticism，　as　in　Dickens，　tries　for　a　visionary　effect
in　actual　conditions．　These　different　ideals　eventuated　with　Haw－
thorne　in　characters　being，　doing，　and　suffering　as　vitally　as　any
we　have　known　in　the　world；with　Dickens　in　types，　outwardly　of
our　every－day　acquaintance，　but　inwardly　moved　by　a　single　pro－
pensity　and　existing　to　justify　in　some　fantastic　excess　the　attribu－
tion　of　their　controlling　quality．（29）
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ディケンズの作品の登場人物が同時代の日常生活を送りながら“types”
（類型）に終っているのに対して，ホーソンの人物は，たとえ時代を隔て
た状況に置かれていても，時代の差を感じさせない言動によって現実感の
ある人間，“persons，　rounded，　whole”（30）となっている。ヘスターの場
合，「ホーソンの素材のもつ強烈な内的現実感」（31）故に，いささか古風な
言葉遣いや17世紀の服装にもかかわらず，“the　human　heart　beating
there　the　same　as　in　our　own　time　and　in　all　times”（32）を確認するこ
とができる，と述べている。ゼノビアは多角的な描き方によってヘスター
より一層，生気ある存在になっていると彼はいう。（33）この場合にもロマ
ンスの陳腐なからくりが用いられているが，ホーソンはそれを読者に押付
けたりはしない。（34）
　Zenobia　is　the　great　personality　in　the　book，　and　she　is　the　sub－
stantiated　with　the　conscience　of　a　realist　to　the　material　as　well　as
th，，pi，it。。1。i，i。n．（35）
例えば彼女の髪を飾っているたぐいまれな美しい異国情緒盗れる，しかし
短命の花は，大粒のダイヤモンドの髪飾りよりもこの女性の誇りと華やか
さを暗示しているが，彼女の存在はその異国的な要素によって非現実的に
なることは決してないのである。（36）Hollingsworthの冷酷な博愛主義，女
性蔑視の姿勢，彼女の愛に応えずに彼女の異母妹プリシラを選ぶ彼の仕打
ちに耐えるゼノビアについてノ・ウエルズは次のように論評している。
The　history　is　always　without　the　concealment　of　the　fact　that　from
first　to　last　her　fineness　was　intellectual，　and　that　emotionally，　she
was　of　a　coarse　fibre，　with　even　a　strain　of　vulgarity．　A　certain
kind　of　New　England　woman，　to　specialize　a　little　more　than　to　say
American　woman，　has　never　been　so　clearly　seen　or　boldly　shown
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as　in　Zenobia；and　in　her　phase　of　tragedy　she　stands　as　impres－
sively　for　the　nineteenth　century　as　Hester　Prynne　for　the　seven．
　　　　　　　（37）teenth　in　hers．
彼はヘスターよりもゼノビアを高く評価し，彼女は物語の枠を越えて生き
延びる，彼女ほど我々の経験の一部としていつまでも心に残るヒロインは
アングロ・サクソンの作品の中に例をみないと絶讃している。彼女は偉大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，（38）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　である。でも高貴でもないが“largely planned　and generously　built
彼が評価するのは，ホーソンが彼女を理想の女性としてではなく，人生の
“every　caprice　and　vacillation　and　mutability”（39）に影響される存在，
それらを排除することなく，それらを取り込んだ存在としてニューイング
ランドの女性の特質を余すところなく描き出している点なのである。従っ
て『ブライズデイル・ロマンス』がアメリカを舞台としたホーソンのロマ
ンスの中で最も彼を惹きつけるのは，素材の同時代性よりもむしろ，予測
しがたい様々な要素に満ちた現実の人生に忠実であることを信条とする・・
ウエルズが共感し得るリアリストとしてのホーソンの側面なのである。そ
してゼノビアの体現する誇り高きアメリカの女性の姿こそ，彼がジェイム
ズのrホーソン論』（1879）の書評の中でジェイムズに対する反論として
挙げた，小説家に必要な小道具を欠いているとはいえ，アメリカに存在す
る・the　whole　of　human　life・（40）の一つの形であるといえよう。（41）そし
てそれは冒頭で引用したウィリアム・ジェイムズのいうハウエルズがホー
ソンを手本としたことが意味するアメリカの精神の存在を示しているので
ある。
　・・ウエルズにとってホーソンはアメリカのどの作家よりも常に“apas－
sion”であった。彼のホーソン論はリアリスト・ホーソンへの傾倒で一貫
している。プロッドヘッドは彼の著書において，ハウエルズとホーソンの
関係を一回の出会い，危機的な時期における一時の影響という劇的なもの
として説明する。それはホーソンの遺産の継承と伝統の形成への参与とい
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う観点からの理解であり，ホーソンとの関係が“Passing”なものでなか
ったジェイムズの場合（42）との比較にもよる。事実，彼はノ・ウエルズにと
ってホーソンとのかかわりは“adeep　and　continuing　invoivement”（43）
であったとも述べている。1880年代初めにホーソンから決定的な影響を
受けたハウエルズは，その後10年間，引き続き同時代の社会の道徳律を
明確に示し，その力を発揮せしめるという彼自身の役割を果たしつつ，ホ
ーソンの遺産である懐疑的な姿勢を失うことがなかったと彼は結論するの
である。（44）プロッドヘッドのいうその後の10年だけでなく，すでにみて
きたように，ハウエルズは終始，ホーソンに対する不変の傾倒を表明し続
けているのである。80年代後半以後，マーク・トゥエインやトルストイ
からの刺激の中で，彼はホーソンの影を，もしあるとすれば，どのような
形で引きずっていったのであろうか。この点に関してはすでにロングがい
くつかの示唆一The　Shadw　of　a　Dream（1890）のゴシックの雰囲気，
The　Son　of　Royal　Langbrith（1904）のプロット，．4　Foregone　Con－
clusion（1875）におけるDon－Ippolitoの精神的危機一を行なっている。（45）
ウィリアム・ジェイムズが1870年という早い時期に両者の関係に注目し
ていることから，初期の小品（46）も含めて，1880年代からの・・ウエルズの
作品におけるホーソンの影響についての考察は避けられないこととなって
くる。
注
（1）　Henry　James，“Nathaniel　Hawthorne（1987），”The　American　Essays　of
　Henry　James，　ed．　Leon　Ede1（New　York：Vintage　Books，1956），　pp．13－
　14・このエッセイは1897年にCharles　Dudley　Warner編丁ゐ6　Library　of
　the　World’s　Best　Literature第12巻のために書かれたものであるが，1956
　年までは再び活字になることはなかった。現在ではHenry　James：Essays
　on　Literatare，　American　Writers，　English　Writers（New　York：Library
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　　　of　America，1984）にも収録されている。
（2）・L・tt・…　Willi・m　Dean　H・w・11・（d…dJan・31〔1880〕）・Hen「y
　　　James：Letters，　ed。　Leon　Edel（Cambrldge，　Mass．：Harvard　Univ．　Pr．，
　　　1975），　II，268．
（3）G・y’Wil・・n・All・n，　W’11～・加加・・（N・w　Y・・k　l　Viki・9・1967）・P・172・
（4）・L・・t・…Hen・y・J・mes，”q・…di・Th・・J・me・F・鋭f’y・・d・　F・　O・　Mat－
　　　thiessen（New　York：Alfred　A．Knopf，1961），　p．319．
（5）これらのスケ。チはS・burban　Sk…h・・としてまとめられ・1871年va
　　　Hurd　and　Houghton社より出版された。
（6）G。。，g。　P・・ki・・，“H・w・U・and　H・w・h・・ne・”NCF（Dec・1960）・
　　　PP259－262、El・ine　H・dges，“H・w・11・・n・H・w・h・・n・・q・・Th・m・・”
　　　Texas　Studies　in　Literature　and　Language　（Spring　1961），　pp．129－143；
　　　J。m。，　W．　M・・th・w・，“Th・H…ine・・f　H・w・h・me　and　H・w・11・，”Tenne・・
　　　see　Studies　in　Literature　（1962），　pp．37－46．
（7）M。，i・・B・wl・y，　The　C・mpl・x　F・・e（L・・d・n・Ch・・t・・nd　Windus・
　　　1952），p．11．
（8）・Thi・idi・m［・f・he　ref・・mers　i・Th・　B・st・nian・］・・u・ed　by　Haw冒
　　　th。rne　and　J、m，・，・・d・littl・1・t・・by　W・・D・H・w・11・i・The　U・・
　　　discovered　Country．．．．”　（lbid．，　p．14．）
（9）Edwi・HC・dy，　Lガ9んσ伽加・n　D・y・Reali・m　in　American　Ficti°n
　　　（Bloomington：Indiana　Univ．　Pr．，1971），　p．135．
（10）　このような状況を生んだ原因の一つとして考えられることはLionel　Tril－
　　　lingに代表される・・ウエルズに対する否定的な見方である。彼は“William
　　　Dean　Howells　and　the　Roots　of　Modern　Taste”（1951）の中で，「ハウエ
　　　　ルズに対する関心の再来は期待できない」と述べて，次のように論断してい
　　　　る．・一一．h，　d・v…dhim・elf　t・・1i…a・y・a・ee・n・…m・・h・ut・f
　　　disinterested　love　for　literature　as　out　of　the　sense　that　literature　was　a
　　　　i。，、i、。，i。n、l　ac・i・i・y　by　whi・h　h・migh・m・k…m・thi・g・f　himself　i・
　　　　the　worldly　way．”　（The　Opposing　Self（New　York：Harcourt　Brace
　　　Jovanovich，　1978），　PP・68，69・）
（11）
（12）
（13）
（14）
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AL　（Jan．　1976），　pp．552－571．
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（16）　The　School　Of　Hawthorne　（New　York：Oxford　Univ．　Pr．，1986），
　　　　pp．81－103．
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　　　（Bloomington：Indiana　Univ．　Pr．，1968），　p．51．
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　　Comment　and　Criticism　Before　1900　by　Gary　Scharnhorst（Metuchen，　N．
　　J．：Scarecrow，1988）によればノ・ウエルズによるホーソン作品の書評はかな
　　りあるが，・・ウエルズの1859年から1920年までの評論選集（全3巻）の刊
　　行が遅れているため，生前には公刊されなかったものも含めて，ホーソンに
　　言及した箇所がほかにあるかどうか未確認である。）
（40）william　Dean　Howells，“James’s　Hawthorne，”in　Discovery　’of　Genius：
　　William　Dean　Howells　and　Henry　James，　ed．　Albert　Mordell（New　York：
　　Twayne，1961），　p．96．
（41）ノ・ウエルズ自身，70年代の小説において誇り高い理想主義者であるアメ
　　リカの女性を創造している。最も代表的な例としてAChance　Acquaintance
　　（1873）のKitty　Ellisonを挙げることができる。
（42）　The　Sc／iooi　of　Hawt／iorne，　P．105．
（43）　　Ibid．，　p，83．
（44）　　Ibid．，　p．103．
（45）Long，　op．　cit．，　P．554．プロッドヘッドも著書の注において次のように付
・け加えることを忘れてはいない。“Howthorne’s　influence　on　Howells．．．
　　does　not　end　with　A　Modern　Instance．　While　it　is　not　visibly　present　in
　　the　major　novels　of　the　1880s，　it　appears　strongly　in　some　of　Howells’s
　　later　stories，　such　as“The　Shadow　of　a　Dream”and‘‘A　Difficult　Case．”
　　（The　School　of　Hawthorne，　P．234．）注（6）にあげたElaine　Hedgesの
　　“Howells　on　a　Hawthornesque　Theme”は“The　Shadow　of　a　Dream”
　　の場合を論じたものである。
（46）最近，ハウエルズ初期の作品に光があてられるようになった。それらを集
　　めたものとしてThe　Early　Prose　IVrit．ings　of　VVilliam　Dean　Howells：
　　1853－1861，ed．　Thomas　Wortham（Athens：Ohio　Univ．　Pr．，1990）があ
　　る。
（英米文学科　教授）
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